
新型コロナウイルス感染症の地域経済への影響の見える化
Ｖ－ＲＥＳＡＳの取組
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内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局

内閣府 地方創生推進室



〇 新型コロナウイルス感染症が地域経済に与える影響を可視化。地方公共団体の政策立案や金融機関
商工団体の中小企業支援をサポートする。
〇 経済の足下の状況を把握すべく、最速、１週間おきにデータを更新。リアルタイムに近い形で、
地域経済の健康状態 Vital Signs of Economyを把握できるようにする。

※ 掲載されるデータは、個社情報・個人情報の秘匿の観点を踏まえつつ、今後さらに細分化していくことを検討。

データ項目（前年比） 地域単位 時間単位 データ提供企業
人の流れ（人の動きの活発度） 都道府県／地点 週次 株式会社Agoop

飲食店（グルメサイトの閲覧状況） 都道府県／エリア 週次 Retty株式会社

決済データ（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ利用等での消費支出） 都道府県 半月次 株式会社ジェーシービー
株式会社ナウキャスト

POS（主にスーパーマーケットでの消費支出） 都道府県 週次 株式会社日本経済新聞社
株式会社ナウキャスト

宿泊施設（ホテル・旅館の予約の状況） 都道府県／エリア 月次／週次 観光予報ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ推進協議会

イベント（イベント開催やチケット予約の状況） 都道府県 月次 ぴあ株式会社

興味・関心（検索キーワード） 都道府県 週次 ヤフー株式会社

雇用（求人サイトの求人状況） 都道府県 週次 株式会社ゴーリスト

企業財務（会計アプリで見た企業の財務状況） 全国 月次 freee株式会社

V-RESAS

https://v-resas.go.jp
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○「移動人口」では、その地域で、外出している人口がどの程度あるのかを把握できる。具体的には、居住している市区
町村を推定し、この居住する市区町村から外に出た人口。
○スマートフォンの特定のアプリケーションから、ユーザの同意の上、GPSデータを取得。

V-RESAS「移動人口（全国）」

緊急事態宣言が出た４月末
から全国で急減

年末年始は
減少傾向

出典：V‐RESAS、株式会社Agoopの流動人口データ（GPSデータを元に推計した人口換算値）を元に集計



○「滞在人口」では、その地域に滞在している人口を、2019年同週比で表している。
○滞在している人が、居住地の別（市区町村内、都道府県内、都道府県外）で把握できる。

V-RESAS「滞在人口」

東京駅の滞在人口推移 沖縄県の滞在人口推移

沖縄県では年末年始の
帰省者・旅行者が減少

緊急事態宣言により、
移動が減少



○「きょうの人出マップ」では、当日15時までの先週比の人口を表している。
○平日は前週平日平均比、休日は前週休日平均比。

V-RESAS「きょうの人出マップ」



〇飲食店情報サイトRettyの閲覧数を、2019年同週比で表している。
〇神戸・横浜ともに中華始め飲食はおしなべて不調。ファミレス・ファストフードは堅調。

V-RESAS「飲食店」

神戸市の飲食店閲覧数

出典：V‐RESAS、Retty株式会社 Food Data Platformより提供

横浜市南部の飲食店閲覧数



〇日本経済新聞社／ナウキャストデータから、全国約1200店舗のスーパーのPOSレジにより集計され
た品目別の売上高を2019年同期比で表している。

V-RESAS「POS」

全国のたばこの売上高動向

10/1のたばこ増税に伴い
10月第1週の9/27~30
に購入殺到と推測

全国の発泡酒の売上高動向

10/1の発泡酒減税に伴い
10月第1週の10/1～3に購
入殺到と推測

出典：V‐RESAS、ナウキャスト/株式会社日本経済新聞社「日経CPINow」



○観光予報プラットフォームのデータをもとに、宿泊者数を2019年同期比で表している。
○旅行会社店頭、予約サイト、外国語予約サイトなどから匿名加工されたものを収集（提供元は非公開）。

V-RESAS「宿泊者数」

年初は北海道が悪化

緊急事態宣言が出た
４月末から全国で▲100％

９月下旬から急回復

年末にかけて急減、
地域でばらつき

出典：V‐RESAS、観光予報プラットフォーム推進協議会（事務局：日本観光振興協会）



○Yahoo!検索で検索されたキーワードの検索人数をもとに人々の興味・関心を2019年同期比で表示。
○妊娠・育児のキーワード検索が、コロナの流行と重なって増加している。

V-RESAS「興味・関心」
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１０月末から急増 第一波 第二波 第三波
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富山県における求人情報数の分類

４～５月より、アミューズメント、
宿泊/ブライダルの求人は低調

建設/土木/エネルギー
の求人は比較的好調

営業・事務、製造、物
流・警備の求人は低
調

出典：V‐RESAS、株式会社ゴーリストHRogリストforアカデミアより提供

○Web上の複数の求人情報サイトから収集した求人情報数を可視化。
○各都道府県及び職種における、求人情報数を週毎に合計、職種別に2019年同週比で表している。

V-RESAS「求人情報」
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 ７月以降の宿泊者が増加。
 特に８月に「一人」が2019年比４０％増、９月に「子供連れ」が2019年比６６％増。

【宿泊者数】北海道全体で予約代表者の居住地ごとの2019年同月比推移 【宿泊者の分類】2019年同月比の推移

7月22日
Go To トラベル開始

7月1日
どうみん割開始

7月1日
どうみん割開始

7月22日
Go To トラベル開始

出典：V‐RESAS、観光予報プラットフォーム推進協議会（事務局：日本観光振興協会）

北海道の分析事例
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 管区内の宿泊数はおしなべて７月から９月にかけて改善。しかし札幌のみ、８月を天井に
９月は急速に悪化。

 滞在人口をみると札幌市内では「すすきの駅」が激減。特に市区町村内（≒地元民）が、
すすきのへ行っていないことが見て取れ、１０月第４週には▲２９％。管区内の他の地
域では見られない現象。

【宿泊者数】札幌地域の予約代表者の居住地ごとの2019年同月比の推移 【滞在人口】すすきの駅︓道内外別＞

出典：V‐RESAS、観光予報プラットフォーム推進協議会（事務局：日本観光振興協会）
株式会社Agoopの流動人口データ（GPSデータを元に推計した人口換算値）を元に集計

北海道の分析事例
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 北海道のクレジットカード決済情報の宿泊および旅行について可視化。
 緊急事態宣言時に旅行・宿泊ともに消費が減ったものの、その後は2019年レベルまで改
善。

【クレジットカード】北海道の決済データから見る消費動向(旅行と宿泊のみ抜粋)

宿泊

旅行

・旅行消費は5月前半は2019年比▲36%だが、
8月は+8%を記録

・ 宿泊消費は4月～5月も2019年比から落ち込
んだが、その後は改善。

出典：V‐RESAS、JCB/ナウキャスト「JCB消費NOW」

北海道の分析事例
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 沖縄の人流及び宿泊状況を可視化。5月下旬の渡航自粛前から沖縄県外からの渡航
者は減少傾向、6月の全面解除から回復基調にある。

【滞在人口】推定居住地ごとの2019年同週比の推移（沖縄県外推定居住者の動向）、沖縄県全体

・推定居住地が沖縄県外在住者の人流を
表示。
・渡航自粛要請前後で沖縄県外からの渡航者
は、既に2019年比▲100%近い水準。
・6月上旬の首都圏を除く自粛解除後は回復
基調にあったが、8月の戻りは鈍い点が理解さ
れる。

・予約代表者の居住地ごとの宿泊開始日ベー
ス
の宿泊者数を月毎に合計したものを表示。
・5月の県内宿泊者は2019年比▲100%近
い水準まで落ち込んだが、県内利用者は大幅に
増加している。

【宿泊者数】予約代表者の居住地ごとの2019年同月比の推移（沖縄県内居住者が代表者のものを表
示）

5月25日
全都道府県渡航自粛要請

6月19日
渡航自粛要請全面解除

7月10日
おきなわ彩発見キャンペーン

第2弾開始6月5日
おきなわ彩発見キャンペーン

第1弾開始

出典：V‐RESAS、株式会社Agoopの流動人口データ（GPSデータを元に推計した人口換算値）を元に集計、
観光予報プラットフォーム推進協議会（事務局：日本観光振興協会）

沖縄の分析事例
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 沖縄のクレジットカード決済情報の宿泊および旅行について可視化。
 緊急事態宣言時に旅行・宿泊ともに消費が減ったものの、その後は2019年比とあまり変
わらず推移。

【クレジットカード】沖縄県の決済データから見る消費動向(旅行と宿泊のみ抜粋)

・旅行の消費は4月下旬は2019年比▲70%だ
が、7月は+22%を記録

・ 宿泊の消費は4月～5月も2019年比から落ち
込んだが、その後は回復。

宿泊

旅行

6月5日
おきなわ彩発見キャンペーン

第1弾開始

7月22日
Go To トラベル開始

7月10日
おきなわ彩発見キャンペーン

第2弾開始

沖縄の分析事例
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 コロナ時代における客層の変化を踏まえ、温泉観光地における販売商品の見直しに利用。

一人及び
男女二人

グループ

鬼怒川温泉のある
栃木県西部を表示

＜温泉観光地における小売業の例＞
・温泉観光地で土産販売を営む先。
・当該温泉地は団体観光客がメイン顧客であっ
たが、コロナ感染拡大後は団体客が減少し、個
人客や男女2人といった少人数での利用者が増
加。
・店主は肌感覚として上記傾向を把握していた
が、V-RESAS上からもそれが裏付けられることを
確認。団体客向けであった商品ラインナップを、
個人客向けのラインナップに変更した。

民間活用事例（１）
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＜駅前商店街における小売業の例＞
・駅前商店街で小売業を営む先。
・今春の緊急事態宣言発令後に客足が激減。
立地する駅前の人流の増減と売上の増減（≒
来客数の増減）が概ね一致している傾向を把
握。
・店主は売上予測や助成金申請の際の資料作
成（エビデンスとして活用）に活用した。

 人流データを売上予測等に活用。

市区町村内
都道府県内

都道府県外

大宮駅前を表示

民間活用事例（２）



普及促進の取組

アイデア

コン2015～

ＷＳ

2015～

研修

2018～

副教材

2019～

２．政策立案ワークショップ
地方公共団体が主体となり、地域の多様
な関係者が集い、RESASを活用した、
データに基づく施策の立案、実現を推進
する。各地域の経済産業局職員がこれを
支援。これまでに全国で50以上の自治体
で実施。

４．副教材（RESAS de 地域探究）
RESASを活用した授業を展開するため、
高等学校向けに8種のモデル授業案（副
教材）を作成、2020年３月公開。
さらに「RESAS de 地域探究実践校」を
募集、授業の成果を発表するイベント等
を通じて、教員間及び教育現場と地域の
コミュニティを形成することを目指す。

１．地方創生☆政策アイデアコンテスト
RESAS等を活用して地域の状況などを分
析し、地域を元気にするアイデアを広く
国民の皆様から募集する。審査会を開催
し、地方創生担当大臣賞、優秀賞を授与。

３．地方公共団体職員向け研修
データに基づき施策立案できる職員を育
成するため地方公共団体において研修。
2019年度は、22の都道府県等において
約3,５00名が受講。



地方創生担当大臣賞の受賞チーム
【高校生・中学生以下の部】
タイトル︓「水上のサイクルツーリズム」で名古屋の魅力をアッ
プ︕」

チーム名︓名古屋市立北山中学校（分析地域︓愛知県）

【大学生以上一般の部】
タイトル︓空き家が繋ぐ人と未来
チーム名︓古民家上手プロジェクトチーム（分析地域︓島根県）

【地方公共団体の部】
タイトル︓artのある街計画
チーム名︓TOMOSHIBI（分析地域︓鹿児島県）

URL: https://contest.resas-portal.go.jp/2020/

地方創生☆政策アイデアコンテスト
〇RESASを活用して地域の状況を分析し、地域を元気にするアイデアを広く募集する「地方創生☆政策アイデアコン
テスト」を2015年度から毎年開催。
〇今年度の応募総数 過去最多1,307件。視聴者数 過去最多18,115人。
〇今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、初のリモート開催。全国50カ所以上の自宅・学校・職場から発表
者・審査員が中継をつないで参加。
〇最終審査会を令和2年12月19日に開催し、地方創生担当大臣賞(各部門1組)、優秀賞(各部門2組)、協賛
企業賞(各部門9組)を選出。
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3. 政策立案ワークショップ
〇地方公共団体における、データに基づく施策の立案を促進するとともに、関係者とのコンセンサス
形成のきっかけに活用。

〇今年度は株式会社Ridilover社による、新しいワークショップ開発事業を新潟県十日町市で開催。
〇2020年度の開催決定自治体は、現状山形県天童市のみ。

<概要>
 目的
・地方公共団体や地域の多様な関係者によるデータに基づく施策の立案及び実現を推進する。
・地方公共団体や地域の関係者がRESASによる分析を行うとともに、分析のみ
に留めず、具体的な施策の立案及び取組の実施につなげる。

＜昨年度開催自治体その後＞
 新潟県上越市
・全国10地域程度地域経済産業グループによる「中核企業等の成長促進に係る
ハンズオン支援」に選定。RESASを活用した政策立案ワークショップを開催。地域
及び企業分析を実施した結果、市内の企業支援の体制拡充につながった。

 鳥取県米子市
・中国から米子空港へ直行便運航開始を見据えたインバウンド政策をテーマにワークショップを実施。
・その後、コロナ感染拡大等を受け方針転換、登壇頂いた有識者大村浩之氏支援の下、皆生温泉の国内観光
客誘致プランを策定中。

＜今年度＞
 2021年1月下旬、山形県天童市にて初のオンライン開催。

政策立案ワークショップ

＜上越市ワークショップの様子＞
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地方公共団体職員向けRESAS研修

＜概要＞
 目的

 研修内容

 派遣する講師

各都道府県の新入職員に対して、地域経済分析システム
（RESAS）などのデータを活用し、地域をデータで分析する
スキルの習得を目指す。

・RESAS分析手法、RESASの活用事例等について、座
学形式で説明の他、グループワークも実施。

内閣官房まち・ひと・ しごと創生本部事務局職員、経済
産業局職員、RESAS専門委員（有識者等）

2021年度実施予定団体（1３件）
●都道府県
北海道、岩手県、愛知県、奈良県、和歌山
県、香川県、山口県、大分県、沖縄県

●政令指定都市
新潟市、千葉市、京都市、岡山市

〇地方公共団体における、データに基づき施策立案できる職員の育成支援が目的。
新入職員を対象にデータ活用の重要性を理解していただき、将来的にEBPM を実践できる
人材の育成を支援。
〇2021年度は、新人以外の職員も含めて13の都道府県等において実施予定。
引き続き、募集中。

20



教育政策の動向① 社会に開かれた教育課程
〇 学習指導要領の改訂（高等学校は、平成30年改訂、令和４年度施行）では、実社会で課題を解決する能力の涵養
が重視されていると言える。
〇 「社会に開かれた教育」では社会との共有・連携が求められ、例として「地域」が挙げられている。
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〇 教育基本法、学校教育法などを踏まえ、これまでの我が国の学校教育の実践や蓄積を活かし、子供たちが未来社
会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成。その際、子供たちに求められる資質・能力とは何かを社会と共有
し、連携する「社会に開かれた教育課程」を重視。
〇 知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等の育成のバランスを重視する現行学習指導要領の枠組みや
教育内容を維持した上で、知識の理解の質をさらに高め、確かな学力を育成。
〇 高大接続改革という、高等学校教育を含む初等中等教育改革と、大学教育改革、そして両者をつなぐ大学入学
者選抜改革の一体的改革の中で実施される改訂。

（資料）文部科学省「高等学校学習指導要領の改訂のポイント」

〇 社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、教育
課程を介してその目標を社会と共有していくこと。
〇 これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世界に向き合い関わり合い、自らの人生を切り拓ひらいていくた
めに求められる資質・能力とは何かを、教育課程において明確化し育んでいくこと。
〇 教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用したり、放課後や土曜日等を活用した社会教育との連
携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目指すところを社会と共有・連携しながら実現させること。

（資料）文部科学省(2016.8.26)「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」

「社会に開かれた教育課程」のポイント

高等学校学習指導要領の改訂の基本的な考え方



教育政策の動向② 地域探究
〇 文部科学省は、地域課題の解決を通じた探究的な学びのため、地域社会との協働を重視。
〇 中教審のWGでは、高校の普通科を再編して「地域探究科」を作ることも検討されている。

22（資料）文部科学省(2020.7.17)「新時代に対応した高等学校教育の在り方（これまでの論点を踏まえた論点整理）概要」※関係箇所の抜粋

地域との協働による高等学校改革の推進について（通知）【抜粋】
30文科初第483号
平成30年8月20日

2.各地方公共団体における積極的な取組の推進について
こうした政府における各種の決定・報告等も踏まえ，文部科学省としては，地域との協働による高等学校改革について具体的な

推進方策の検討を進めており，現時点における取組のイメージや先進事例等をホームページに掲載しております。各位におかれては，
これらも参考としつつ，高等学校と市町村・産業界・高等教育機関・社会教育施設（公民館等）等とが協働し，地域課題の解
決等を通じた探究的な学びを実現する取組を推進していただきますようお願いいたします



（参考）社会・地理歴史でのRESAS活用
〇 中学校の社会や高等学校の地理歴史の新学習指導要領においては、（e-Statや地理院地図より前
に︕）RESASが明確に盛り込まれている。
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イにおける地域に関する情報の収集や処理などの地理的技能については，高度情報通信ネットワーク社会が急速
に進展していく中で各学校にもインターネットなどの整備が充実してきている。特にインターネットは各地の地理情報の収
集に有効であり，また，コンピュータはGISなどから得られる地理情報を地図化したり，グラフ化したりするなどの処理に
不可欠のものである。高等学校では多種多様な情報を収集，選択し，活用することが見込まれることから，インター
ネット上に公開されている公的機関をはじめとする情報提供サイトを，中学校以上に適宜適切に利用する必要がある。
例えば，インターネットにおける地図サイトや統計サイトとしては，現在，内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局
及び経済産業省の「地域経済分析システム（RESAS）」，総務省統計局の「政府統計の総合窓口（e-Stat）」，
国土交通省国土地理院の「地理院地図」などの公的機関が提供しているものに加え，様々な機関や団体が提供す
る地図ソフトなどから地理情報を入手，活用することが可能であり，今後とも入手先の拡大により情報の充実が期待
される。したがって，地理学習においても地理的認識を深めたり地理的技能を高めたりするとともに，情報や情報手
段を適切に活用できる技能を培う観点から，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段の活用を積極的
に工夫することが望まれる。GISの作業では，生徒の発達段階や学校の施設環境等を踏まえると，国土地理院刊
行の地形図などの紙地図を用いた手作業でその基礎を学ぶことも効果的である。

※「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 社会編」にも、類似の記述がある。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 地理歴史編【抜粋】



教育現場でのRESAS活用
〇 すでに、RESASは教育現場で活用され始めている。
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RESASワークショップ（教員向け勉強会）の様子

長野県の県立高校では、「総合的な
学習の時間」で、同県の歴史・文化・
産業等を学ぶ「信州学」を実践。

先行事例となった松本県ヶ丘高等学
校では、「信州学」の一環として
RESASを活用。

１年生全８クラス320名で実施。校
内発表会、コンテストへの応募、県議
会議員と生徒の懇談会も実施。

松本県ケ丘高校の授業の様子 コロナ休校中の自主学習

岡山県では、商業高校を中心に、教員間
のRESAS勉強会が開催されている。

 「観光」「SDGs」などのテーマとRESASによ
るデータ分析を絡めて、事例を紹介してい
る。

行政、民間企業、地域団体からも参加あ
り。

 2020年度、年５回。オンラインでも配信。

RESAS活用教育推進協議会が主催。
生徒だけで学べるRESAS副教材（後
述）に沿って、サポート動画を見、大学
生からアドバイスを受けつつ、企画書を作
成。

地域応援アイデアコネクトEXPO2020
で、選考委員に選ばれた作品をWebサ
イトに掲載し、企業や自治体にアプロー
チする。



RESAS for Teachers
〇 2020年３月、教育現場でRESASを活用した授業を円滑に展開するため、高校等向けに8種の授業モ
デル（RESAS副教材）を、「RESAS for Teachers」で公開。
〇 RESAS副教材の周知と教員間のコミュニティ形成により、自律的な地域人材の育成の発展を目指す、
「RESAS de 地域探究」を実施していきます。

RESAS for Teachers https://teacher.resas-portal.go.jp/
RESAS de 地域探究 https://tanq.resas-portal.go.jp/

〇 RESAS副教材 概要
 目的
「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説（歴史
地理編）」にRESASが盛り込まれたことを背景に、教育現場
でRESASを活用した授業を円滑に展開し、データを通じた探
究学習の普及及び地域人材の育成の強化を目指す。

 教科／科目
「地理総合」、「商業（観光ビジネス）」、「国語」、
「情報」、「総合的な探究の時間」

 モデル授業案概要
 学習指導案
指導計画、本時の学習など（学習活動・内容、指導上
の留意点、教材・資料について記載）

 授業用スライド、ワークシート
 実践事例

RESAS 副教材 検討委員
学校法人札幌慈恵学園 札幌新陽高等学校 高石大道
学校法人品川女子学院 河合豊明
長野県松本県ヶ丘高等学校 中谷幸裕
金沢大学付属高等学校 岡かなえ
学校法人聖心学園 聖心学園中等教育学校 吉澤陽
岡山県立倉敷商業高等学校 川崎好美
徳島県立脇町高等学校 大久保邦博
学校法人川島学園 れいめい中学校・高等学校 上門大介
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８つの授業モデル
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 地方のチェンジ・メイカー育成プログラム 【中学校 総学】【高等学校 総探】
基礎的な探究学習の教材です。身近な地域から課題を設定し、解決することを目的としたプログラムです。
「地方創生☆政策アイデアコンテスト」に対応しています。

 データを根拠に意見を主張してみよう 【高等学校 情報Ⅰ 社会と情報】
データを表現、蓄積するための表し方と、データを収集、整理、分析する方法について理解します。
技能を身に付け、結果の表現を含めてこれらの方法を適切に選択し、実行し評価し改善することが身につきます。

 収集したRESASなどの複数の情報を根拠に、自分の意見をまとめて論述しよう 【高等学校 国語 現代の国語】
身近な市町村を題材にし、情報を的確に読み取る能力、自分の意見に説得力を持たせるための情報を選ぶ能力を習得します。

 「生活圏の調査と地域の展望」でのRESAS活用 【高等学校 地理総合】
人口や産業に関して類似している自治体について、福祉・医療・観光・産業のうち、いずれかについてのデータを見つめ、地域における課題を探り、解決
策を提案しよう。

 訪日外国人の動向理解～「観光ビジネスにおけるマーケティングの特徴」でのRESAS活用～ 【高等学校 商業 観光ビジネス】
訪日外国人の滞在先・移動相関・消費動向などを理解し、地域における効果的なマーケティングを考察します。

 「地方から世界へ」を考える 【高等学校 総探】
問いの規模と深さを事前に理解し、ビジネスフレーム活用して地域理解・政策立案を行います。
デザイン思考・起業家精神の向上をはかり、論理的思考力、データ分析能力を高めます。

 理系のための探究プログラム～雇用/医療・福祉マップ 医療受給データの比較から課題設定の基礎を学ぼう～ 【高等学校 総探】
２つのデータを比較から、さらなる情報の収集・整理・分析を行うことで、課題の設定の方法の基礎を学びます。

 地域の課題を発見し解決に取り組む探究学習「〇〇（市）活性化プロジェクト」 【中学校 総学】【高等学校 総探】
身近な地域に新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態度を養います。
課題発見、情報収集、整理、考察、分析、検証を通して論理的思考を身につけます。

総学＝総合的な学習の時間
総探＝総合的な探究の時間



学習指導案の例
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授業用スライドの例
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RESAS de 地域探究
〇 RESAS副教材の認知の拡大、実践校の指定のよる幅広い実践事例の創出、先生方のご意見を取り入
れた副教材の改善を目的に、３段構えの普及イベント「RESAS de 地域探究」を開催中。
〇 さらに、2021年度以降、教員間でRESAS及びRESAS副教材を知っていただき、RESASを活用する
教員等の間でコミュニティが形成されることを目指す。

【RESAS de 地域探究実践校】
 小学校～高等学校や民間の教育機関から、RESAS副教材を実際の授業で活用する学校を募集し、50校の申
込みあり。

【第２弾 探Ｑ︕RESAS（成果発表会）】
 2020年11月頃に10回程度オンラインで開催済み。
 RESAS副教材を使った授業のノウハウ共有や、新型コロ
ナで活動の場を失った生徒への対外発表の機会の提供、
地域コミュニティの創出が目的。

 RESAS副教材を使った授業の実践事例について、教員
や生徒から発表する。また、地域の商工団体や企業にも
参加を呼び掛ける。

【第３弾 RESAS de 地域探究シンポジウム】2021年2月21日(日)
 文科省総括官 合田氏、ライフイズテック讃井氏、広島県教育長 平川氏、大正大学教授 浦崎氏の講演。
 https://tanq.resas-portal.go.jp/sympo/app/index.html

【第１弾 RESAS de 地域探究フォーラム】
 2020年７～８月に開催済。当日の様子は動
画掲載済。

 RESAS副教材の認知拡大や実践校募集が目
的。

 有識者の基調講演や、RESAS副教材作成に
携われた先生方からの説明を行い、副教材の内
容や実践校の募集を周知。
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FacebookとYouTube、はじめました
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https://www.youtube.com/channel/UCkw
DhyiJ6DifwKeG8C6bkew
URLは長いので、「RESASチャンネル」で検索︕

https://www.facebook.com/cascaobdt/
「内閣府ビッグデータチーム」で検索︕

「いいね」と「チャンネル登録」をお願いします︕


